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令和 2年度 事業報告書 

令和 2年 4月 1日～令和 3年 3月 31日 

 

 

I. 事業活動 

概 況 

令和 2年度は、新型コロナウイルス感染症の世界的な蔓延が続き、引き続き人の動き

が制限される一方で、コロナ後を見据えた経済活動が動き出すなど、産業により好不調

に大きな差が見られるところとなり、世界経済にも大きな影響を及ぼしております。金

融面では、前期末に一時、金融危機の様相を呈したものの、各国中央銀行による大量の

資金供給もあり、金融市場は落ち着きを取り戻しましたが、これを背景に世界の株式市

場は高騰し、米国ではインフレ懸念から低水準にあった長期金利が上昇を示し、債券市

場が下落するなど、不安定な状況が続くところとなりました。しかしながら、ワクチン

の接種が始まったものの、感染症の収束が見通せない中で、世界の経済、金融の不安定

な状況が、新年度においても続くものと思われます。 

このような状況下、今年度は、当法人の主要な収入源である基本財産の株式年間配当

金が 1 株当たり 19 円と前年度比 3 円の減少となりました。また特定資産の運用では、

世界的な低金利から当面は新たな債券での運用は難しく、利息収入の減少となりました

が、今年度に入り株式等有価証券の時価が大きく回復し、利益の計上できる証券につい

ては、一部を売却し売却益を計上しました。 

なお、運用につきましては、金利の上昇局面にあることから、債券の運用に替え株式

型投資信託での運用を中心に行っておりますが、今後の金融市場の混乱も考慮し、育英

事業の安定運営を図るため、手元資金を厚くしております。 

次に経常費用の総額は 48,093 千円で、新奨学生の採用が 8 名と大幅に減少するとと

もに院生の減少により奨学金の支給が大きく減少したほか、会誌の発行を除き、感染リ

スクもあるため、奨学生の集い等、全ての交流事業をやむなく中止したことなどもあり、

前年度を大幅に下回るところとなりました。それにより今年度の奨学金は、支給総額が

30,830千円で前年度比 2,370千円の減少となりました。 

今年度の交流事業は、会誌の発行に留まり、在籍生を中心とした寄稿により、紙上に

おける知的交流を行いました。  

また、毎月の奨学金給付は、当財団事務所において理事長ないしは常務理事より直接

奨学生に手渡しで行うことを原則としておりましたが、コロナ禍による感染状況に鑑み

て、全員口座振込に変更し、オンラインでの面談によって、近況報告を受けるとともに

個別に指導助言を行いました。 
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1. 奨学金支給事業 

 

（１） 奨学生の採用 

新奨学生の採用につきましては、推薦を依頼した各大学より 8名の学生が推薦されま

した。これを受け当財団の奨学生選考委員会が厳正なる選考を行い、8名の学生を新奨

学生として採用しました。 

また大学院生につきましても奨学金を継続する学生 1 名が、選考の上採用されまし

た。 

 大学生 継続大学院生 採用人数計 

採用人数 8名 1名 9名 

（注）令和 2年度の奨学生の推薦依頼校は、次の通りです。 

    国立大学：京都大学、電気通信大学、東京工業大学、東京大学、一橋大学 

    私立大学：慶應義塾大学、立教大学、早稲田大学 

 

（２） 奨学金の給付   

 給付人数 給付額（年額） うち新奨学生 1人当たり給付額（月額） 

大学生 43名 24,950千円 8名  5万円    

大学院生 7名 5,880千円 1名  7万円    

合計 50名 30,830千円   

（注）1.奨学生に対する給付は、首都圏在住の奨学生に対しては直接本人に手渡し 

する方法により、また首都圏以外の奨学生に対しては、銀行振込よる方法 

により行うこととしておりますが、感染症の蔓延状況により一部の月につ 

いては、全員振込としました。 

2.大学生のうち 1名は期中進級により奨学金を再開、2名は下期より休学とな

り奨学金を休止しております。 

 

2. 交流事業 

 

（１） 新奨学生歓迎会・バス旅行 

令和 2年度の新奨学生を迎え、第 1回の奨学金給付式の後、先輩奨学生が合流しバス

旅行及び懇親会で、新旧奨学生の交流を計画しておりましたが、感染症の蔓延状況も考

慮し、やむなく中止としました。 

 



 4 

（２） 北澤育英会会誌の発行 

北澤育英会会誌第 45号を令和 2年 10月に発行し、前年度に開催された各交流事業

を特集するとともに、令和 2年度に新たに奨学生となった学生を含む在籍生全員が寄

稿し、加えて卒業生や役員等の寄稿も頂き、充実した内容の会誌となりました。また

本誌を奨学生及び保護者、卒業奨学生、奨学生在籍校、交流のある育英団体さらに当

法人の関係先企業等に送付し、当法人に対する支援と理解を深めて頂けるよう努めま

した。 

 

（３） 「第 46回奨学生の集い」開催 

「第 46回奨学生の集い」は、令和 2年 12月に開催すべく、直前まで 3年生の幹事団と

ともに開催の準備を致しましたが、感染者の増加により急遽開催を見送ることにしまし

た。 

 

（４） 「卒業生歓送会」開催 

令和 2 年度の卒業奨学生を送る「卒業生歓送会」は、令和 3 年 3 月に、卒業生 12 名

と在籍生が参加し、開催する予定でしたが、感染症による緊急事態宣言の延長もあり、

急遽中止とし、個々に記念品を贈呈しました。 

   

II. 管理活動 

 

1. 届出事項 

届出年月日 届出事項（届出先） 

令和 2年 6月 26日 令和元年度の事業報告等の提出（内閣府） 

令和 3年 3月 31日 令和 3年度の事業計画書等の提出（内閣府） 

 

 

2. 役員会等に関する事項 

 

（1） 理事会 

 

開催年月日 決議事項 結果 

令和 2年 5月 18日 (決議事項) 

① 令和 2 年度第 1 回理事会を、一般社団法人及び

一般財団法人に関する法律第 96 条及び定款第

32条第 2項の規定に基づき、書面によるみなし

 

可決 
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開催年月日 決議事項 結果 

決議の方法で行うこと 

② 令和元年度（平成 31年 4月 1日から令和 2年

3月 31日まで）の事業報告書、貸借対照表、

正味財産増減計算書及びその附属明細書並びに

財産目録の承認の件 

③ 令和 2年度定時評議員会について、一般社団法

人及び一般財団法人に関する法律第 194条の規

定に基づき、書面によるみなし決議の方法によ

ること及び附議事項承認の件 

（報告事項） 

理事長及び常務理事の業務執行報告 

 

可決 

 

 

 

可決 

令和 2年 6月 5日  (決議事項)  

① 令和 2年度第 2回理事会を、一般社団法人及び一

般財団法人に関する法律第 96条及び定款第 32条

第 2項の規定に基づき、書面によるみなし決議の

方法で行うこと 

② 基本財産株式に係る定時株主総会における議決

権行使の件 

 

可決 

 

 

 

可決 

 

令和 3年 3月 12日 

 

 

 

（決議事項） 

① 令和 2年度第 3回理事会を、一般社団法人及び一

般財団法人に関する法律第 96条及び定款第 32条

第 2項の規定に基づき、書面によるみなし決議の

方法で行うこと 

② 令和 3年度（令和 3年 4月 1日から令和 4年 3

月 31日まで）の事業計画書及び収支予算書等案

の承認の件 

③ 令和 3年度新奨学生採用に係る推薦依頼大学承

認の件 

④ 基本財産株式に係る定時株主総会における議決

権行使の件 

⑤ 理事長に対する役員報酬支払の件 

（報告事項）  

理事長及び常務理事の業務執行等報告 

 

可決 

 

 

 

可決 

 

 

可決 

 

可決 

 

可決 
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（2） 評議員会 

 

開催年月日 決議事項 結果 

令和 2年 6月 16日 （決議事項） 

① 令和 2 年度定時評議員会を、一般社団法人及び

一般財団法人に関する法律第 194 条の規定に基

づく決議の省略の方法並びに同法第 195 条の規

定に基づく報告の省略の方法で行うこと 

② 令和元年度（平成 31 年 4 月 1 日から令和 2 年 3

月 31日まで）の貸借対照表、正味財産増減計算

書及びその附属明細書並びに財産目録の承認の

件 

（報告事項） 

令和元年度（平成 31年 4月 1日から令和 2年 3

月 31日まで）の事業報告 

 

 

可決 

 

 

 

可決 

 

 

（3） 奨学生選考委員会 

 

開催年月日 内  容 

令和 2年 7月 7日 （審議事項） 

① 令和 2年度の新奨学生選考の件 

② 継続奨学生選考の件 

 

（4） 役員等の職務等に関する事項 

 

役 職 氏 名 就任年月日 給与 勤務 

理 事 長 清 水 雄 輔 令和元年 6月 18日 なし 非常勤 

常 務 理 事 蓜 島 純 一 郎 令和元年 6月 18日 あり 常勤 

理 事 野 村  稔 令和元年 6月 18日 なし 非常勤 

理 事 同 前 雅 弘 令和元年 6月 18日 なし 非常勤 

理 事 上 野 守 生 令和元年 6月 18日 なし 非常勤 

理 事 小 杉 丈 夫 令和元年 6月 18日 なし 非常勤 
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役 職 氏 名 就任年月日 給与 勤務 

理 事 久 保 庭 啓 一 郎 令和元年 6月 18日 なし 非常勤 

監 事 上 野 紘 志  令和元年 6月 18日 なし 非常勤 

監 事 太 田  睦   令和元年 6月 18日 なし 非常勤 

評 議 員 岡 野 或 男 令和元年 6月 18日 なし 非常勤 

評 議 員 北 澤 一 男 令和元年 6月 18日 なし 非常勤 

評 議 員 金 子 ゆ か り 令和元年 6月 18日 なし 非常勤 

評 議 員 小 澤 澄 夫 令和元年 6月 18日 なし 非常勤 

評 議 員 鈴 木  照 令和元年 6月 18日 なし 非常勤 

評 議 員 辰 野 守 彦 令和元年 6月 18日 なし 非常勤 

評 議 員 大 岡  哲  令和元年 6月 18日 なし 非常勤 

評 議 員 戸 矢 博 道  令和元年 6月 18日 なし 非常勤 

評 議 員 岡 本  昻 令和元年 6月 18日 なし 非常勤 

評 議 員 原 田  穣 令和元年 6月 18日 なし 非常勤 

評 議 員 中 村 清 次 令和元年 6月 18日 なし 非常勤 

評 議 員 篠 田 紘 明 令和元年 6月 18日 なし 非常勤 

評 議 員 渡 辺 英 子 令和元年 6月 18日 なし 非常勤 

奨学生選考委員 尾 崎 洋 二 令和元年 6月 18日 なし 非常勤 

奨学生選考委員 松 田 光 生     令和元年 6月 18日 なし 非常勤 

奨学生選考委員 佐 藤 次 郎 令和元年 6月 18日 なし 非常勤 

奨学生選考委員 須 賀 恭 子 令和元年 6月 18日 なし 非常勤 

奨学生選考委員 八 木 尚 志 令和元年 6月 18日 なし 非常勤 

奨学生選考委員 根 本 則 道 令和元年 6月 18日 なし 非常勤 

  

3. 許認可に関する事項 

該当事項はありません。 

              以上 


